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AI大量失業時代 現状維持

【座右の銘にしたい名言】

生き残るのは、最も強い種ではない。最も賢い種でもない。

変化に最も敏感に反応できる種である。

  （チャールズ・ロバート・ダーウィン/イギリスの自然科学者)

私たち人間の脳は“現状維持”が大好きだそうです。これは生き残るためのいわば動物として

の本能です。草原にいる牛が原っぱに生えている草だけを食べ、近くに生えているキノコを食

べないのは牛の脳が牛の生存にとって「重要」な草だけを認識し、キノコを含むそれ以外のもの

を見えなくしています。草原や牧場で草を食べることは、それが牛にとって一番快適で居心地

がいい場所だからです。現状維持が大好きな脳にとっての「快適」は、私たちが普通に思い描く

「快適」とは少し違います。

例えば、「通勤の満員電車」と「運転手付きのベンツ」では「運転手付きのベンツ」の方が快適

に決まっていると思いますが、毎日満員電車に揺られて通勤している人の脳は、「通勤の満員

電車」が「快適」なのです。

このことを仕事に考えてみると、「稼げていない」「売れていない」状態が「重要」だと脳が認識

してしまうと、次に脳はその状態を維持しようとしてしまいます。それができ

ていない（稼げていない）という現状が強く認識されて「快適」になってしま

い、脳は一段とその状態を維持しようとする側面があります。

脳の仕組みから考えて「前例」から外れたことを許さない組織や会社は、時

代についていけず衰退していきます。新たな目標や目的を決めて具体的に

現状を超えて前進していく行動が重要になってきますね。

先日、「ＡＩ大量失業時代」という記事を目にしました。ＡＩがこれからの社会に大きな変化をも

たらすのではないかということを、多くの人が感じているのではないかと思っています。

ＡＩ（人工知能）の進化がとてつもない速度で進んでいます。金融業の中核業務である与信や

融資においては、専門知識を持った金融マンが数時間から数日以上かけて審査していました。

しかし、ＡＩがビッグデータを分析すれば１秒以内で判断することができ、審査時間を極端という

べきレベルまで短縮することが可能になります。

中国のＩＴ大手アリババグループの銀行では、個人商店の運転資金の融資はすべてスマート

フォンで完結する仕組みになっています。スマートフォンから融資の申請をＡＩが審査と可能額

を１秒もかけずに判断し、審査が通った場合には希望融資額をアリババグループが持つ世界最

大の電子決済サービス「アリペイ」の口座に数分で振り込まれます。

また、ＡＩやロボットの進化の度合いを考慮すると、早ければ１０年後に、遅くても２０年後には

医師も淘汰の波の影響を受けると考えられています。ＡＩやロボットが医師の仕事の８割程度は

代替でき、医師の主な業務である患者の診断、薬の処方、手術などをＡＩやロボットが担うものと

なっていくことになります。

さらに、手術の分野でもアメリカのインテュイティブ・サージカル社が開発した手術支援ロボッ

ト「ｄａ Vinci（ダヴィンチ）」の性能の高さが注目されています。従来、困難な手術は高い技量を

持った医師に依存せざるをえませんでしたが、１ミリ単位の精密さが求められる手術では、医師

の技量が高くても限界があります。ところが、ダヴィンチを使えば人ではできない非常に細かな

点にまで複雑な動きができるため、経験が浅い医師でも短期間の練習によって困難な手術をこ

なすことができるようになります。

ＡＩがマネできないのは、共感力や企画力、発想力、創造力などといわれ

ていますが、次のステージではＡＩがそれらの領域の大半までカバーする可

能性はどんどん広がっていくと思います。

私たちの想定を超えてＡＩが人間の仕事を奪う割合がいっそう高まってきま

す。ＡＩの進化はそら恐ろしい速度で進んでいます。これから「ＡＩ大量失業時

代」を真剣に考えなければならない時期にきています。


